

新しい貧困と生活保護改悪の動向を考える
～生活保護が利用しにくく「貧困」が拡大する制度に変わる？～

	日本では、この８年間で貧困が急速に拡大し、今では総世帯数の約４分の1が貧困基準を下回る収入で暮らしていると言われています。

しかし、生活保護制度をめぐっては、生活保護費を削減し、生活保護利用者の抑制を目的とした動きが強まっています。その代表ともいえるのが、昨年１０月に全国知事会・市長会に設置された、新たなセーフティネット検討会による「新たなセーフティネットの提案」です。

この提案は、①稼動世代（１８歳から６４歳まで）に対する適用期間を最大５年間とする有期保護制度の創設。　②高齢者世帯対象制度の分離。　③ボーダーライン層の、生活保護移行を阻止するための就労支援制度の創設。　という以上３つの新しい制度の提案が、大きな柱となっています。

今回のセミナーでは、拡大する日本の「新しい貧困」の実態と問題点を見つめあい、生活保護改悪の動向を分析し、利用者本位の制度の今後の在り方等を探求していきたいと思っています。

年度末の大変慌しい時期でのセミナーの開催ですが、現場の仲間と熱く語り合い、交流しましょう。
多くのみなさんの参加をお待ちしています。



日　時　２００７年３月２５日（日）
午前９時半～５時（受付は９時～）
場　所　千葉県浦安市中央公民館
主　催　第３０回公的扶助研究関東ブロックセミナー 実行委員会

全国公的扶助研究会
＜日程＞
	9:00～

	9:30～
10:00
	10:00～
12:00
	12:00～
13:00
	13:00～
16:00
	16:00～
16:45

	受付
	開会・ビデオ
	ご挨拶・全体会
	昼食休憩
	分科会
	全体会


＜午前＞

☆午前９時半～１０時　全体会（ビデオ上映）

「ドキュメント‘０７　ネットカフェ難民」

１月２８日に日本テレビ系で放送された上記ビデオを上映します。

住居のない人々（ホームレス）の拡大は、公園等で寝泊りする人やブルーテントいわれる人たちばかりでなく、若者を中心とする「インターネットカフェ」や「マンガ喫茶」で寝泊りし、住居をもたない層にも拡大しています。

上記番組内で、今回の記念講演の講演者である湯浅さんも出演しています。

☆午前１０時～１２時　全体会（記念講演）

記念講演　「　貧困ビジネス、生活困窮フリーター

の実態から見える日本の新しい貧困像」
湯浅　誠さん（ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやい　事務局長）
＜昼食休憩＞正午～１時
＜午後＞☆１時～４時　分科会
分科会１　「有期保護制度の問題点と、ボーダーライン層

の就労支援制度の創設を考える」
＜問題提起＞　下村幸仁さん（会津大学短期大学）

　　　　　＜助言者＞　　杉村　宏さん（法政大学・全国公的扶助研究会会長）
分科会２　「高齢者対象世帯の分離問題を考える」
＜問題提起＞松崎喜良さん（神戸女子大学）

分科会３　「健康で文化的な生活を保障する生活保護基準を考える」
＜問題提起＞常数英昭さん（都現協会長）
　　　　　　　　　　　吉永　純さん（花園大学）
分科会４　「リバースモゲージ制度の創設の問題点を考える」

＜問題提起＞日比野正興さん（全国公的扶助研究会）
　　　　　　　　　　辻　清二さん（全国生活と健康を守る会連合会事務局長）
☆午後４時～４時４５分　全体会（分科会のまとめ～閉会）

参加費　　　３０００円　（学生２０００円）→当日支払い
公的扶助研究会会員は、割引料金２５００円

（学生１５００円）となります。

＜参加費は、資料代金　１０００円を含む料金です。＞
→参加申し込み　事前申し込みは必要ありません。当日直接会場においでください。領収書は当日用意いたします。
＜問合せ・連絡先＞

問合せ先　

千葉県松戸市福祉事務所　所長補佐　弓削　俊雄
携帯：０９０―９１４７―７５７８　
浦安市中央公民館案内図
〒279-0006 浦安市猫実４－１８－１　　　℡０４７－３５１－２６３８

地下鉄　東京メトロ東西線　浦安駅　下車３分
（改札を出ると周辺地図掲示板がありますのでご覧ください。）

西船橋駅から　　快速で７分　　　普通で１１分

大手町駅から　　快速で１６分　　普通で１８分
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